
 

 

相模原市立上鶴間公民館(南区上鶴間本町７丁目７番１号 電話749-6611) 館区の人口… 49,460人(6/1現在) 

                                    （前年比 163人増） 

 

                                    

                                    

                                  

 

 

      

― 三大まつり ― 

☆１０月２０日（日）子どもまつり   ☆１１月１７日（日）地区体育祭    ☆３月８日（土）・９日（日）公民館まつり  

 

令和６年度の予定 

― 青少年部 ― 

 

― 体育部 ― 

 

― 文化部 ― 

 わんぱくチャレンジ②「陶芸」 

わんぱくチャレンジ③「社会見学」 

わんぱくチャレンジ④「季節の工作」 

わんぱくチャレンジ⑤「スイーツ作り」 

ファミリーバドミントン講習会① 

ファミリーバドミントン講習会② 

ハイキング 

卓球大会 

健康講座 

大人の社会見学 

ウインターコンサート 

新春落語会 

料理講座 

 
いずれも詳細が決定次第、公民館
窓口、館報、地域情報紙などで 

お知らせします。 

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
赤
と
青
の
ボ
ー
ル

を
６
球
ず
つ
投
げ
合
い
、白
い
ジ
ャ
ッ

ク
ボ
ー
ル
に
ど
れ
だ
け
近
づ
け
ら
れ

る
か
を
競
い
ま
す
。 

当
日
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

20

名
が
参
加
し
、
ま
ず
３
チ
ー
ム

の
総
当
た
り
戦
で
ル
ー
ル
を
習
得
し

た
後
、リ
ー
グ
戦
を
２
回
行
い
ま
し

た
。
劣
勢
を
、
残
り
１
球
で
大
逆
転

し
た
チ
ー
ム
も
あ
れ
ば
、思
わ
ぬ
方

向
に
転
が
っ
て
し
ま
っ
た
１
球
に
泣

い
た
チ
ー
ム
も
あ
り…

。 

そ
の
た
び
に
拍
手
や
歓
声
が
あ

が
り
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅
力
を
存
分
に

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
相
模
大
野 

堀
田
） 

ボッチャ講習会
体育部主催 5/26（日）上鶴間公民館大会議室 
 

ヨーロッパで生まれた、パラリンピックの正式種目

であるボッチャは、すべての垣根をこえ、誰もが一

緒に楽しめるスポーツです。 

ナイススローイング！！ 

さ
て
、
ど
っ
ち
が
近
い
か
な
？ 

（日） 

（火）  

（日） 

（日） 

 

7月 

8月 

１２月 

2月 

 

１４日 

２０日 

１５日 

9日 

 

１５日 

6日 

２４日 

9日 

（日） 

（日） 

（日） 

（日） 

9月 

１０月 

１１月 

2月 

7月 

１１月 

１２月 

1月 

2月 

（木） 

 

（日）  

（日） 

（土） 

１８日 

下旬 

１５日 

１２日 

２３日 



館報 上鶴間 
 

 
 

                                                             

                                                             

                                                             

            

自治会名 体育部 文化部 青少年部 館報編集委員会 

 

中和田 山田 晃由 佐藤 由紀子 大熊 和行 伊藤 聡子 

町田ハイツＢ 嶋  安子  高麗 郁子 斎藤 由起 

谷口 大塚 正通 澁谷 透 新村 敏彦 河口 信雄 

メゾン鹿島台 早山 里美  大島 美佳  

きずき 朝田 秀 阿部 美津子 石原 剛 浅田 美香 

若葉 梶 真太郎  中村 信也  

鶴舞 小松 恵子 金 啓子 磯村 亮太 磯村 亮太 

相模つきみ野 田中 昇 上野 正実 石井 秀子 八島 昂暁 

南新町 猪狩 弘 加藤 智子 平野 愛 川原 千枝 

相模大野ハイライズ 川田 義雄 佐久間 富恵 三浦 久子 本橋 高男 

パークスクエア相模大野 藤生 光恵   堀田 若葉 

 

その他所属 

 

※( )内に所属団体

等を略称で表記させ

ていただきました。 

 

 

(ス)スポーツ推進委員 

(青)青少年指導委員 

(協)協力員 

(イ)イベント協力員 

 

○今井 安孝(ス) 和田 朗子(協) ◎中津川 武司（青） 松村 正明（協） ホームページ 

作成委員会 田内 久士(ス) ○松本 和壱(協) 〇宮地 よし子（青） 鈴木 光代（協） 

◎小山 透(ス) ◎浅利 清(協) 若林 明博（青） 〇小林 みさ子（協） 島田 茂(協) 

野村 卓司(ス) 酒井 君子(協) 稲林 章（青） 宮元 光代（協） 新原 勝己(協) 

廣瀬 國雄(ス) 三戸 拓(協) ○丸山 智恵(青) ◎渋谷 和彦（協） かみつるま 

てくてくガイド 小泉 正幸(ス) 小山 晴美(協) 新井 恵（青） 田中 昇（協） 

太田 光一(ス) 福岡 千代子(協) 入江 康典(青) 山口 かおり（協） 島田 茂 

吉村 智子(協) 遠藤 静(協) 尾本 香代子（協）  竹内 安司 

田中 惠子(協) 中島 和則(協) 生野 明弘（協）  ◎松本 和壱 

○林 康彦（協） 小早川 恭子（協） 岡本 育久（協）  三戸 拓 

金田 宏仁（協） 潮田 文江（イ） 廣岡 雄二（協）  西田 周三 

髙橋 秀俊（協）  飯田 徳仁（イ）  中島 和則 

  宇佐美 佳代（イ）  松崎 雄一 

    数野 博久 

    廣畑 光穂 

 
館長のつぶやき：市制７０周年、公民館も先達の努力と熱意を積み重ねて歩んできました。 

 
 

こ
の
た
び
館
長
代
理
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
和
田
と
申
し
ま
す
。 

上
鶴
間
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
成
人
、
高
齢
者
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
方
を
対
象
に
、
楽
し
く
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
を
、
地
域
の
皆
様

と
一
緒
に
な
っ
て
企
画
し
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
公
民
館
事
業
へ
興
味
や
関
心
が
な
か
っ
た
方
も
、
ぜ
ひ 

一
度
、
参
加
し
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

今
後
も
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
居
心
地
の
良
い
公
民
館
と 

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。   
           

       
            

館
長
代
理 

和
田 

邦
昭 

 

４
月
よ
り
上
鶴
間
公
民
館
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
上
原
若
菜
で
す
。 

公
民
館
に
勤
務
す
る
の
は
初
め
て
で
、
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
す
。 

青
少
年
部
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
委
員
会
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い 

て
お
り
ま
す
。 

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

主
事 

上
原 

若
菜   

 

 

氏 名 団体等の名称 

◎三條 朋美 公民館長 

白田 良雄 谷口中学校長 

佐藤 俊巳 鶴園小学校長 

金澤 秀信 谷口自治会長 

岩本 典裕 中和田自治会長 

土山 美保 南新町自治会長 

阿部 𠮷男 大野南地区老人クラブ連合会 

大西 輝佳 鹿島台こどもセンター館長 

稲垣 孝志 谷口中学校 PTA会長 

抱井 さやか 谷口小学校 PTA副会長 

宮元 光代 利用団体懇談会会長 

上石 民雄 学識経験者 

市川 敬子 公募委員 

山迫 毅 大野南地区民生委員児童委員協議会 

小山 透 体育部長 

浅利 清 文化部長 

中津川 武司 青少年部長 

渋谷 和彦 館報編集委員会委員長 

島田 茂 ホームページ作成委員会代表 

松本 和壱 かみつるまてくてくガイド代表 

松崎 雄一 健康づくり普及員協議会代表 

臼井 早苗 谷口保育園長 

 

氏 名 所属サークル 

◎宮元 光代 「アルヌール」オリエンタルダンス 

松本 真知子 クリスタル・マンドリナーズ 

小林 丈雄 相武歴史研究会 

豕瀬 京子 チアダンスチーム フェリーチェ 

岩倉 京子 手編み同好会 

〇尾上 正幸 ミラクルソルトクラブ 

三上 和子 ローズマリー 

髙澤 良之（協） えび蔵ファミリー 

伊吹 房代（協） 公民館フレンズ 

新井 恵（協） スマイルチーム 

鈴木 澄子（協） 鶴園３B 

 

《専門部員》 

《運営協議会》  

《利用団体懇談会》 

◎
は
会
長
、
部
長
、
委
員
長 

○
は
副
会
長
、
副
部
長
、
副
委
員
長 

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

役 職 氏 名 

公民館長 三條 朋美 

館長代理 和田 邦昭 

主事 髙島 佳子、山本 和彦、上原 若菜 

図書室 安藤 由香、池頭 利津子、廣田 健一、石川 直美 

スタッフ 佐藤 麻子、廣畑 光穂、荒井 誠 

竹山 史郎、浮田 孝之、岩倉 京子 

 

《公民館職員》 

専門部員・職員等 ご紹介 

※本文には誰にでも読みやすい UD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています。 
 

 

体育部 

文化部 

青少年部 

館報編集委員会 

ホームページ作成委員会 

かみつるま 
てくてくガイド 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
と
て
も
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
４
年
間
で
し
た
。
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

館
長
代
理 

菊
地
原 

貴
史 

 

 

こ
の
度
、
陽
光
台
公
民
館
に
異
動

と
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
と
い
う
短

い
時
間
で
し
た
が
、
皆
様
と
一
緒
に
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

主
事 

政
木 

清
美  

 

  

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

新
メ
ン
バ
ー
が

本
年
も
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
用

意
し
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
好

奇

心

を

刺

激

す

る
！
楽
し
い
体
験

へ
よ
う
こ
そ
！ 

魅
力
あ
る
館
報
を

目
指
し
て
！ 

公
民
館
の
「
今
」
を

届
け
ま
す
。 

て
く
て
く
歩
い
て

知
ろ
う
！
私
た
ち

の
『ふ
る
さ
と
』 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

の
“
ふ
る
さ
と
”
。 

 



館報 上鶴間 

     
 

                             

   

次号（１90号）は 10／１ 

発行予定です。お楽しみに♪ 

★公民館のお休み：第４月曜日、年末年始（12/28～1/3） 

★図書館のお休み：毎週月曜日、祝祭日の翌日、第２木曜日、年末年始（12/28～1/3） 

 

上鶴間公民館 

ホームページでは館報をカラーで

ご覧いただけます。 

歩いてみよう！ 

庚申塔 
 

人の体内に「三尸
さ ん し

」という虫がいて、庚申の

日に人が眠ると天に昇って人のあやまちを天

帝に告げ生命を縮めるという考えが平安時

代、貴族の間で流行し民間信仰となっていま

した。庚申の日に、この虫が抜け出ないよう

に眠らないで善を行い身を慎む風習を同じく

する者の集まりである講が成立した時、また

はその目的を達成したと思われる場合に建て

られました。 

～ガイドさんからのひと言～ 

庚申信仰は平安時代初期（紫式部の

生きた時代より２００年近く前）に中国

から伝来しました。 

⑫  

催しのご案内 

上鶴間公民館  7 4 9 - 6 6 1 1 

期間：７月２０日（土）～８月２５日（日） 

時間：午前９時～１１時３０分 

対象：小学生～学生 

※毎回、公民館窓口で利用申込みをしてください。 

※空き部屋を使用するため、利用できない日もあります。 

◆豆知識◆ 「庚申（こうしん）の日」というのがあり、

庚（かのえ）・申（さる）を意味する干支のひとつです。 

現在、放送中のNHK大河ドラマでも、その場面が取

り上げられていたのをご存じでしょうか？当時の平安

貴族たちも、その夜は碁や将棋、酒盛り、歌を詠んだり

して、朝を待っていたそうです。 

【9月～10月開催】 

常緑樹（ときわぎ）学級は、高齢者のための 

学習会です。 

※詳細は8月1日発行、地域情報紙をご覧ください。 

「常緑
樹学級」

【10月～11月開催】 

「おとな」の学習会です。 

毎回盛りだくさんの内容で大人気です！ 

※詳細は9月1日発行、地域情報紙をご覧ください。 

「成人学級」

～ウォーキングしながら郷土を知ろう～ 

開催：９月２８日（土）、１１月３０日（土）、令和７年４月 

２６日（土） 

時間：午前中（約２時間３０分）、雨天中止 

※詳細は地域情報紙、または公民館窓口でご確認 

ください。 

 

「上鶴間の知られざる発見」

あ
と
が
き 

  

上
鶴
間
地
区
に
引
っ
越
し
て
き
て   

年
、今
ま
で
自
治

会
の
活
動
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的

に
は
参
加
し
て
こ
な
か
っ
た
。 

そ
ん
な
折
、ご
縁
で
館
報
編
集
委
員
に
推
挙
頂
き
こ
の

縁
を
大
切
に
あ
ら
た
め
て
自
治
活
動
や
地
域
活
動
に
参
加

し
そ
れ
を
通
し
て
色
々
な
情
報
を
届
け
ら
れ
れ
ば
な
と
思

っ
て
る
。 

今
期
館
報
編
集
員
を
一
緒
に
活
動
す
る
皆
さ
ま
、一
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

        

相
模
つ
き
み
野  

八
島 
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開講：７月２３日（火）・２4日（水）・26日（金） 

８月6日（火）・7日（水）・９日（金） 

時間：午前９時～１１時３０分 

対象：小・中学生 

※元学校の先生方が教えてくれます。 

夏休み学習支援「ひまわり塾」


